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管穿孔を起こし,3例で結石が硬いため砕石不能であっ

た,こI汗､t.T)14例を除外する上 治療lI,-_FJ後で63例 (77.8

部位別では中部.下部尿管結石は砕石されれば 100.%IT)

が困難となる例が多かつた.術後は血尿が数日持続する

だげで,他には登簿な合併症は認めなかった.

51当院におけるTULの経 験

普承 酎 高野 崇 を漂豪語 望賢二)

1991年7月-1992年5月末までに19症例iこ対し23回

〔1)TUL を施行 した.軟性尿管鏡を2回,硬性尿管鏡

を23回使用した.結石の部位は,腎1症例,尿管18症例

であった.TUL tT)理由としては,ESWLで治療がイく

十分であー､たものが最多 (18回)でありた.破砕方法は

おもに EHL を使用し,手術時間は.5-130分.平均

ill.3分で恭一-1た.合併症として穿孔を5症例で.尿管

閉塞を1症例で経験 した. 1回LT)'rul,て治境を終了

できたのぼ12症例であー.-､た.追加 t三SWL等が6症例で

必要で.開放手術を1症例で施行 した.EHLて破砕で

きない硬い終着の治療が今後の問題と思われた.
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Ⅰ. 一 般 演 題

1)外来における尿管鏡検査
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1992年10月から1993年7月までの間に,当科外来に

て,外来患者7例 (男性 1例,女性6例)に対し 計10

回の尿管鏡検査を施行 し 臨床的に検討を行った.尿管

の観察にはタカイ医科工業株式会社製のファインファイ

バ-てニト-:1:(55卜J1200Slを用い,患者を無味軒下.

砕石位として.勝耽鏡にて牌耽内を観察 した敵 ~ト.･†

バー-IL:-一一/を尿管rlよJ)直接,逆行性に挿入し,尿管

内あるし､は腎孟内し')観察を行1-,た.7例10回Lr)仝検査に_

が可能で,ほとんどの壌倉挿入は容易でありヲこの際に

尿管ロの拡張は必要なかった,4例では尿管藤腐,1例
では腎孟腰藤がみられたが,残り2例では腫癌や結石を

痛以外は,著明な合併症は認めなかった.

2)内祝鏡下陰嚢凍療焼灼術
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内容液量が 200ml以上と推測される比較的大きい陰

嚢水癌の敬治的治療を目的に内視鏡下手術を試みた.改

良型 トロッカーを陰嚢水癌内に穿刺 レ トロッカ-から

切除鏡を挿入した&操作は潅流液を流 しながらビデオモ

ニタ-下に行った.陰嚢水癌内部を観察後,内壁を焼灼

した.焼灼後 トロッカ-からペソロ…ズドレーンを挿入

し, 卜lT､リーJI-を抜去 し.ベンL-ーズトL--.ンを閲定 し

て手術を終了した.術後の回復が非常をこ良好であるとは

貰いがたいが,内容液慶が挽鰹的多い陰嚢水癌症例に対

してぼ試みてもよい方法と思われた,


